
　本工法は、ＲＣ造の大梁または小梁
に、互いに近接する二つの円形開孔を
設けることを目的としています。

　開孔補強の方法は、それぞれの開孔周囲に開孔際あばら筋および開孔補強
金物（ダイヤレンの形状）を設け、さらに両開孔の間にＸ形補強筋を設けるも
のです。
　開孔間にＸ形補強筋を配筋することにより、地震力を受けても大きな損傷
はなく、また、仮に大きな力を受けて変形しても急激な耐力低下を起こさ
ないことを、加力実験
により確認しています。

　鉄筋コンクリート造建物において設備配管などを通すために、梁に複数の
開孔を設けることが一般的に行われており、その中心間隔は開孔径の３倍以上
とすることが望ましいとされています。

　しかし、開孔が多く梁スパン内に収まらない場合には、配管ルートの変更や梁下に配管を通すための下がり天井
の設置などにより対応していますが、設計の自由度が低下し、圧迫感を与えてしまう場合もあります。
　本工法では、開孔同士の中心間隔を従来の３倍から最小２倍まで近接して配置することを可能としました。
　配管ルートの変更や下がり天井が不要となることで、これまでよりも天井を高くして広い室内空間を実現できる
など、設計の自由度の向上を図ります。
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2014 年 11 月 25 日 

開孔同士を近接して配置できる「RC梁貫通補強工法」を共同開発 

－ 設計の自由度を向上させ、広い室内空間を実現 － 

 

戸田建設㈱（社長：今井雅則）、コーリョー建販㈱（社長：大田真司）は、鉄筋コンクリート造

梁に従来よりも近接して二つの円形開孔を設けることができる新たな開孔補強工法「RC梁貫通補強

工法－Ｘ形補強筋による連続開孔補強－」を共同開発しました。一般財団法人日本建築総合試験所

において建築技術性能証明（GBRC 性能証明 第 14-10 号）を取得したことにより、本工法の採用が

スムーズに行えるようになりました。天井裏に収納する設備配管が多い建物でも、より高い天井高

を確保（あるいは階高をより小さくすることが）できるようになりました。 

 

１．開発の背景 

鉄筋コンクリート造建物において設備配管などを通すために、梁に複数の開孔を設けることが一

般的に行われており、その中心間隔は開孔径の３倍以上とすることが望ましいとされています。し

かし、設備配管が多く（＝開孔が多い）開孔が梁内に収まらない場合には、配管ルートの変更や梁

下に配管を通すための下がり天井の設置などにより対応していました。その結果、設計の自由度が

低下し、圧迫感を与えてしまう場合もありました。 

 

２．本工法による効果 

本工法によって、梁の開孔同士の中心間隔を従来の３倍から、最小２倍まで近接して配置できる

ようになりました。これにより設備配管の集約配置が可能となり、配管ルートの変更や下がり天井

が不要となることで設計の自由度が向上し、今までよりも天井を高くして、広い室内空間を実現で

きるようになりました。 
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加力実験状況の比較

従来

本工法

開孔間隔：開孔径×３、Ｘ形補強筋なし

開孔間隔：開孔径×２、Ｘ形補強筋あり

ダイヤレン近接２Ｈ-Ｘ工法
Ｘ形補強筋による連続開孔補強工法 （一財）日本建築総合試験所　建築技術性能証明

第14-10号（2014年6月24日）
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 コンクリートの設計基準強度：Fc（N/mm2）

21 N/mm2 ≦ Fc ≦ 45 N/mm2

 鉄　筋
〈Ｘ形補強筋〉

　鉄筋径：D10 以上 D41 以下
　　鋼種：JISG3112 に規定する SD295A・B, 

SD345, SD390, SD490

〈開孔補強金物〉
　鉄筋径：D10 以上 D25 以下
　　鋼種：JISG3112 に規定する SD295A・B, 

SD345, SD390, SD490

〈開孔際あばら筋〉
　鉄筋径：D10 以上 D16 以下
　　鋼種：JISG3112 に規定する SD295A・B, 

SD345, SD390, SD490 および大臣認定を
取得した高強度せん断補強筋

 梁せいに対する梁内法スパンの比：ℓ/D

ℓ/D ≧ 4.7

 開孔の形状

円形とする

 開孔の直径 H

Ｈ≦ D/3  かつ Ｈ≦ 300

 開孔同士の間隔（中心間距離）

両開孔径の平均の２倍以上３倍未満
ただし、２倍以上３倍未満の開孔を連続させることはできない

 スパン方向の開孔位置

柱面から梁せいＤを避けた範囲に設ける
ただし、Ｘ形補強筋の定着部分が柱内へ延長する場合は開孔を設けることはできない

 開孔上下のへりあき

D/4 以上

建築技術性能証明書

本工法は、戸田建設とコーリョー建販が共同で開発しました。

適用範囲

 

1.3 対象とする梁及び開孔の定義 

（1）梁の定義 

1) 梁せい D に対する梁内法スパンℓの比(ℓ/D)は 4.7 以上とする。 

2) 大梁を対象とする場合，曲げ降伏先行型とし，大梁端部の降伏ヒンジを許容する。 

 

（2）開孔の定義 

1) 開孔は，主に設備配管等の連続開孔を対象とする。 

2) 開孔の形状は，円形とする。 

3) 開孔の直径 Hは H≦1/3D 以下かつ H≦300 以下とする。 

4) 開孔同士の間隔（中心間距離）は両開孔径の平均の 2 倍以上 3倍未満とする。ただし，

2 倍以上 3倍未満の開孔を連続させることはできない。 

5) スパン方向の開孔位置は，柱面から梁せい Dを避けた範囲に設けるものとする。ただ

し，Ｘ形補強筋の定着部分が柱内へ延長する場合は，開孔を設けることができない。 

6)開孔上下のへりあきは(1/4)D 以上とする。 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 1.3-1 開孔位置の定義 

 
 

【解説】 

（1）梁の定義 

1) 梁の形状 

開孔部せん断破壊となる試験体（ℓ/D=4）による実験で，開孔補強効果及びせん断終

局強度を確認しているため，梁せい Dに対する梁内法スパン ℓ の比(ℓ/D)を 4.7 以上

に設定した。 

2) 材端部降伏ヒンジ 

対象とする大梁は曲げ降伏先行型とし，大梁端部の降伏ヒンジを許容する。 

  

開孔可能範囲 
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